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	現認証明書作成例


現認証明書
受傷者
所属課〔科〕
官職・氏名
　私は、平成　年　月　日、　　　　　　　　　病院に採用され、現在
〔部署　　　　科〕に勤務中であります。

〈以下、いつ・どこで何をしていたときに受傷者が、いかなる原因で、どのような状態で負傷したかを現認し、その後の処置をした内容について詳しく記述してください。〉

〔例〕平成　年　月　日、準夜勤務時間中、時　　分頃〔氏名　　　　〕は、〔　　〕科、〔　　階　　病棟　　号室〕の患者〔　　〕の点滴終了後、針を抜き去るときに誤って左示指第一節の先端に針を刺し、出血しているのを認めました。
　至急、患部の血を絞り出し流水で洗浄、〔　　〕液で消毒し、看護師長へ報告するとともに、医師へ連絡をしました。
　医師の指示により　　　　　検査、　　　　　の注射を受けていたのを認めます。
　以上のとおり相違ありません。
平成　　年　　月　日
所属課〔科〕
官職・氏名　　　　　　　　　　印

